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９勝４敗 

 

23
季
ぶ
り
の
優
勝
が
懸

か
る
大
一
番
。
先
発
の
マ
ウ

ン
ド
に
上
が
る
の
は
一
戦

目
で
リ
ー
グ
戦
初
黒
星
が

つ
い
た
今
永
。
こ
の
日
は
序

盤
か
ら1

4
0

キ
ロ
を
超
え
る

ス
ト
レ
ー
ト
を
連
発
し
３

回
ま
で
無
安
打
に
抑
え
る

好
投
を
見
せ
る
。
と
こ
ろ
が

４
回
、
リ
ズ
ム
が
崩
れ
る
。

１
死
か
ら
福
山
亮(
経
３)

の

失
策
で
走
者
を
出
す
と
直

後
に
下
川
知
弥(

市
３)

も
失

策
を
犯
し
一
、 

策
を
犯
し
一
、
二
塁
の
危
機
。

す
る
と
続
く
打
者
に
中
前
適

時
打
を
放
た
れ
嫌
な
流
れ
で

先
制
点
を
奪
わ
れ
て
し
ま

う
。
６
回
に
も
甘
く
入
っ
た

直
球
を
左
前
に
運
ば
れ
２
点

目
を
献
上
。
そ
の
後
さ
ら
に

１
点
を
加
え
ら
れ
３
点
差
で

試
合
は
最
終
回
へ
。 

打
線
は
、
８
回
ま
で
相
手

先
発
・
柿
田(

４
年
＝
旭
川
大

高)

の
前
に
三
塁
す
ら
踏
め
な

い
状
況
が
続
い
て
い
た
。
だ

が
、
四
球
と
安
打
で
好
機
を

作
る
と
、
江
越
の
左
前
適
時

打
で
ま
ず
は
１
点
。
続
く
福

山
亮
の
遊
ゴ
ロ
間
に
も
１
点

を
加
え
１
点
差
に
迫
る
。
そ

の
後
、
２
死
二
塁
、
三
塁
と

一
打
逆
転
の
場
面
を
作
る

が
、
最
後
は
今
日
ス
タ
メ
ン

出
場
の
川
合(

法
１)

が
打
ち

取
ら
れ
２
ー
３
で
敗
れ
た
。 

試
合
後
、
今
永
は
「
相
手

の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
が
僕
よ
り
粘

れ
て
い
た
だ
け
。
粘
り
負
け

で
す
」
と
話
せ
ば
、「
同
じ
相

手
に
２
度
や
ら
れ
た
。
そ
う

い
う
所
を
ク
リ
ア
し
て
い
か

な
い
と
優
勝
は
無
い
」
と
、

西
村
亮
監
督
。 

こ
れ
で
自
力
優
勝
は
消

滅
。
優
勝
の
行
方
は
次
週
の

亜
大
対
中
大
の
結
果
に
委
ね

ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

 

文
＝
山
本
春
煕
、
写
真
＝
松
井
智
子 

 

 
駒  大 ０００ ０００ ００２ ２ 
国学大 ０００ １０１ １０× ３ 

勝
て
ば
優
勝
が
決
ま
る
一

戦
。
先
発
・
今
永
昇
太(

経
２)

は
３
回
ま
で
無
安
打
に
好
投

を
見
せ
る
が
、
４
回
に
連
続
失

策
で
走
者
を
出
す
と
適
時
打

を
浴
び
先
制
点
を
許
す
。
３
点

を
追
う
最
終
回
の
攻
撃
、
四

番
・
江
越
大
賀(

法
３)

の
適
時

打
な
ど
で
１
点
差
ま
で
詰
め

寄
る
が
、
あ
と
１
本
が
出
ず
２

ー
３
で
敗
れ
た
。 

 

 

【
右
】
９
回
、
無
死
一
三
塁
の
好
機
で

左
前
適
時
打
を
放
っ
た
江
越 

【
左
】
今
季
７
度
目
の
完
投
も
２
敗
目

を
喫
し
た
今
永 

   

(４)砂 川 ４１０ 

(３)西 村 ３００ 

(６)下 川 ４１０ 

(８)江 越 ４２１ 

(５)福山亮 ４０１ 

ＰＲ松 本 ０００ 

(２)木 下 ４２０ 

ＰＲ小 森 ０００ 

ＤＨ古 賀 ２００ 

ＨＤ山 口 ２００ 

(７)川 合 ３００ 

(４)前 田 ３１０ 

     計 33７２ 

 

     回 打安点 

●今永 ８ 34８１ 

     

     

 

最後の打者となった川合は、試合終了後

もしばらくグランドを見つめていた。 

還れば同点の走者だった松本主将は本塁上で悔しい表情。(右) 


